
外国人妻の夫婦間コミュニケーションの問題
―先行研究の整理から―

伊藤孝惠

　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨

　本稿では、国際結婚夫婦のコミュニケーションに関する先行研究を、ジェンダ

ーと国際結婚の2つの観点より整理し、特に日本人との国際結婚のうち7割ほど

を占める外国人女性にとっての夫婦間コミュニケーションの問題を探った。その

結果、夫婦が対等で双方にとって幸福感が得られる夫婦間コミュニケーションに

は、外国人妻を取り囲む社会全体の意識や制度の見直しとともに、コミュニケー

ションを行っている当事者同士の意識と行動の変革が求められるといえる。

キーワード：国際結婚、ジェンダー、文化差モデル、構築主義

はじめに

　これまでの研究により、夫婦関係や配偶者への満足度、幸福感に関与する要因については、

夫婦の間で相違が見られるとともに、夫婦間のコミュニケーションの重要性が両者において指

摘されている。生命保険文化センターの『夫婦の生活意識に関する調査』（1995年）によれば、

配偶者に対する満足度への影響力が最も高いのは、男女とも「コミュニケーション」であり、

以下、男性では「家事分担」「生活設計」「自分の就労への理解」、女性では「生活設計」「配偶

者の就労観」「収入分配・支出管理」の順であった。このことから、配偶者に対する満足度を

高めるためには、男女を問わず夫婦間のコミュニケーションが最も大切な要因であるといえる

（同書：p．139）。

　従来の理論的・実証的研究においても、良好な夫婦関係の維持にとって、良質なコミュニケ

ーションを十分行うことの重要性が明らかにされており、国際結婚夫婦もその例外ではない。

特に、互いの生まれ育った文化的背景の異なる国際結婚夫婦の間においては、ジェンダーに基

づくコミュニケーションの違いばかりでなく、言語や価値観、習慣等の文化差も介在し、それ

らが時に双方の理解を妨げ、夫婦関係に亀裂を生むこともある。したがって、国際結婚夫婦に

おいては、良好な夫婦関係の維持にとって、良質なコミュニケーションが一層求められるとい

えよう。

　そこで本稿では、国際結婚夫婦のコミュニケーションについて、ジェンダーと国際結婚の2

つの観点より整理し、特に日本人との国際結婚のうち7割ほどを占める外国人女性にとっての

夫婦間コミュニケーションの問題点を探る。
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1．夫婦間コミュニケーションに関する先行研究

1．1夫婦間コミュニケーションと満足度

　コミュニケーションの役割には大きく分けて二つあるといわれている。一つは情報伝達、も

う一つは人間関係の維持、促進であり、これを社会的コミュニケーションという（佐藤1998）。

長谷川（2004）もまた、Weekland，Jの言葉を引用しながら、コミュニケーションにおいては情

報伝達のもつ他者への影響の側面こそが重要であると述べており、良好な夫婦関係の維持にコ

ミュニケーションは重要な役割を担っているといえる。A．Miche1（1978）は、結婚に対する満

足度と夫婦の目的の達成について最も決定的な諸要囚の一つは、相互のコミュニケーションー

その発達には夫婦の平等が必要である一であると述べている。

　従来の日本の夫婦の間には、「以心伝心」「一心同体」という言葉で表わされるように、明確

な意思表示をせずとも互いに分かり合い信頼し合えるという認識がしばしば存在していたよう

に思われる。しかしながら近年、定年退職後の夫婦の結婚満足度を調査した袖井・都築（1985）

や、デトロイトとの比較より東京の特徴を示したBlood（1967）、及び共稼ぎ夫婦における結婚

満足度の諸要因を探った小澤（1987）などにおいて、夫婦相互のコミュニケーションが、結婚

満足度に重要な影響を及ぼしていることが示唆されている。神原（1992）は、夫の場合にも妻

の場合にも、パートナーとの間に強い一体化意識をもてること、またカップルとしての相互行

為のチャンスが十分であること、といった夫婦間のつながりやコミュニケーションが、夫婦関

係満足度を高める上でとりわけ強い影響を及ぼしていると述べている。

　ただし、長津（1987）によれば、夫婦間コミュニケーションは、男女双方の結婚幸福感に対

する規定力は強いが、その寄与の仕方が異なるという。女性では、その頻度の高いことがプラ

ス、低いことがマイナス要因として働くのに対し、男性では、頻度の低いことがマイナス要因

となることは女性と同じであるものの、プラス要因となるのはその頻度が中程度の時だという

のである。つまり、夫にとって夫婦間のコミュニケーションが活発であることは、必ずしも結

婚に対する肯定的評価に結びつかず、夫婦間のコミュニケーションは妻の・方通行の様相を帯

びたコミュニケーションであることが窺い知れる。その結果、夫の無口で回避的なコミュニケ

ーションスタイルは、妻の結婚満足度や幸福感を低下させ、産業構造や社会意識の変化も相侯

って、夫婦関係の軋礫や破たんへと帰趨を決しかねない場合も起こっている。

　難波（1999）によれば、妻の夫に対する不満には、「夫から優しい声かけがない」というレベ

ルを超えて、「夫と共に育ち合いたい」「話し合いたい」という共感性を求めるものであったと

いう。その一方で、怒る・黙る・席を立つ等によって会話を断つ、あるいは妻を斥ける・避け

るという夫の行動に対し、それ以上夫に働きかけない・引き下がるという、相互交換による親

密なコミュニケーションのある新しい夫婦関係を目指そうとしない態度も妻の間に一様に存在

したという。ここには、従来の「日本的な」夫婦関係に変化を求めつつも、黙して語らずを良

しとする男性と、男性と対等な土俵に上がることをあきらめてしまった女性という男女のコミ

ュニケーション意識が、夫婦のコミュニケーションスタイルの違いとして反映されているとい

えよう。

一18一



外国人妻の夫婦間コミュニケーションの問題

1．2「文化差モデル」に基づく男女のコミュニケーションの違い

　「文化差モデル」とは、ジェンダーによる言語行動の違いを文化差と捉える考え方を指す

（中村2001）。このモデルの代表的な提唱者であるTannen（1990）は、男と女の話し方の違いを

明らかにし、男女間のコミュニケーションで起きる誤解を解消するためには、「互いのメッセ

ージを解釈する方法を学び、相手が理解し受け入れられる形で自分がメッセージを解釈する方

法を説明する」ことにあると述べている。したがって、文化に優劣がないように、男女の言語

行動の差に優劣は存在しない。

　Gray（1992）も、男女間で最もトラブルの元になりやすい価値観の違いや言葉の食い違い、

気持ちのすれ違いを男女の文化差と捉え、その違いを乗り越える具体的な方法を提示している。

例えば、ストレスに直面した場合、男性はストレスの種となっている問題を解決することによ

り気持ちを取り戻すのに対し、女性はその問題に関して話すことによって気持ちを切り替えよ

うとするという（同書：p．69）。佐藤（1991）は、メッセージには情報と情緒の二つの側面があり、

両者は相補的な関係にあるが、夫が感情を抑制し情報中心の伝達を行うのに対し、妻は情緒の

分かち合いを望む傾向にあるという。同様に、夫と妻でコミュニケーション行動・態度に違い

が見られることは他でも指摘されており（Turner，　Dindia　and　Pearson　1995、Lafrance，

Brownell　and　Hahn　l997）、これらの見解から、否定的なコミュニケーション・パターンが与

える心理的影響は、妻側でより深刻であると予測され（平山・柏木2004）、夫婦の間で十分な

コミュニケーションの時間と、互いに理解し合えているという共感をもてることが、特に妻に

おける夫婦関係の満足度につながるといえよう。また、男性より女性の方が、相手に対し直接

的な言動で応答している一方で、攻撃的な言動や会話の不適切な中断は相互的な共同作用にお

いて認めない傾向にあることも（Bresnahan＆Cai　l　996）明らかにされている。

1．3男女のコミュニケーションの違いと文化・社会的背景

　夫婦のコミュニケーション行動を二者関係だけでなく、結婚・夫婦を取り巻く文化・社会的

文脈の中で理解しようとする動きもある（平山・秋山2004）。夫婦間のコミュニケーションを

単なる「男女の違い」にとどめず、そこに文化・社会的性差一男性優位の文化・社会的規範や

男女の勢力・権力関係など多様な影響が加味していると捉える立場である。

　平山・柏木（2001）では、コミュニケーション態度のうち、夫に最も顕著な態度は「威圧」、

妻に顕著な態度は「依存・接近」であり、妻の経済的地位が高いほど、夫は妻に対して共感的

なコミュニケーション態度をとる傾向が明らかにされている。そして夫と妻とが対照的に異な

るコミュニケーション態度をとる背景には、性的社会化の影響、男女間の社会的・経済的地位

の格差があると推察している。

　Acitelliら（1993）では、結婚幸福度に対する最も強い予測変数は、妻にとっては自分が夫を

理解していることであったのに対し、夫は自分の言動を自身で語ることであった。つまり、妻

の夫への理解は妻の結婚幸福度に寄与するものの、夫の妻への理解は夫の結婚幸福度には寄与

しないということである。これは、女性は自己のアイデンティティを他者との関係性に求める

と示唆するGilligan（1982）に通じ、伝統的に人間関係に配慮する者として、妻は夫婦関係を円
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滑に機能させるために夫に対する理解が求められているともいえる。加えてこの男女差の社会

的・経済的背景には、権力が上の者（この場合は夫）は下の者（この場合は妻）を理解する必要

性が大きくないことが考えられる。そして、妻は夫を理解することによって夫の支配（control）

を感じつつも夫の財力を手に入れることで、自分の結婚幸福感が得られるともいえよう。

　このように、単に「男女ではコミュニケーション態度が異なる」として、男女それぞれの言

語文化の特徴を理解し合うことで「誤解」を解消しようという立場から、なぜ女性がコミュニ

ケーションにおいて相手との「関係性」や「共感」を求めるのか、男性が「自立性」や「上位性」

を示そうとするのかまで考慮するのならば、文化・社会的文脈の中で男女のコミュニケーショ

ンの特徴を解釈する必要があるといえるだろう。

2．国際結婚夫婦のコミュニケーションの問題

2．1日本における外国人妻の抱える問題

　今日日本において増加、多様化している国際結婚の約7割が、「夫日本人、妻外国人」で、

その外国人妻の多くは、フィリピン、韓国・朝鮮、中国といったアジア諸国出身者である．そ

の増加、多様化の背景には、国際的な人口の流動化とともに、送り出し側、受け入れ側の社会

的・経済的事情がある（篠崎1996、葛19992000）。敷街していえば、日本における国際結婚

増加の主な背景としては、変る日本人女性の結婚観と変らぬ社会のジェンダー意識との狭間で

生じた晩婚化と結婚率の低下が、結婚人口の性別不均衡をもたらし、それが深刻な農村部では、

これを解消するため海外に女性を求め、昇婚を望むアジア人女性との間で思惑が一致したため

と考えられる。

　つまり、今日の日本における国際結婚増加の背景には、人々の出会いと接近の機会の広がり

と多様性が内包されていると同時に、結婚に対する変わらぬ日本男性の意識と日本とアジア諸

国との経済格差が存在するといえる。外国人妻は、国家間の経済格差上にある差別意識や、口

本社会・文化への同化圧力の中で、言葉や価値観、習慣等の違いに戸惑うばかりでなく、家庭

内や親子間でのコミュニケーション・ギャップやエスニック・アイデンティティの揺らぎ、日

本において依然根強い性別役割分業にも直面している。このような外国人妻の抱える問題は、

外国人妻個人や国際結婚家族のみならず、日本社会全体の問題でもあり取り組むべき課題でも

ある。

2．2外国人妻の言葉・コミュニケーションの問題

　外国人妻の問題や悩みとして筆頭に挙げられるのが言葉の問題である。公的機関や病院など

での説明の他、家庭内や職場、地域での生活、コミュニケーション言語のほとんどが日本語で

ある。ただし、欧米系出身者の場合、病院などで英語が話せる人が少ないなどの不満がも聞か

れるものの（秋武1995）、英語の説明書や案内がある、夫婦間の言語はほぼ英語である、英語

で仕事ができる、映画館やビデオなどでハリウッド映画が見られるなど、生活や周囲の人との

コミュニケーションが英語で済ませられることが比較的多い。けれど非欧米系出身者の場合、
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職場や地域、家庭において彼女たちの母語が尊重され使用される場面や機会は稀であり、日本

語の使用を余儀なくされることがほとんどである。そのため、絶えず母語でない日本語を使用

していかなければならない精神的負担や言語的不利益、母語が認められない寂しさや苛立ちと

いったものを抱えながら生きていくのは、アジアなどからの非欧米系出身女性である。それに

加えて、地理的に遠い、時間がない、家族の理解がないなどの理由で、日本語教室に通ったり

日本語を学んだりすることが難しいケースも指摘されている（石河2003、鄭1992）。

　また、子どもとの言葉に関わる問題もある。新田（1996）によれば、外国人妻が欧米系の場

合、「一親…言語」、すなわち母親は子どもに母語で話しかけているという。そこにあるのは、

母親たちが自分の母語で接する方が簡単で気楽だからという言語的な容易さだけではない。自

分が生まれ育ち培ってきた文化的要素や、心のひだに浸透するような情緒的な要素は、やはり

母語でなければ伝わらないという心理的・情緒的意味合いがある。さらに子どもをバイリンガ

ルに育てたいという社会的・教育的意識もある。こうした思いは、当然非欧米系の母親にもあ

る。しかしながら、国際結婚夫婦の子どもが、父親・母親両方の言葉や文化をバランスよく身

に付けた加算的バイリンガルやバイカルチュラルな存在になるためには、1）母親が外国人で、

2）外国人の親の言語が一般的に使用できる威信のあるもので、3）家族がその外国の文化を

保つ姿勢があることが条件であると言われている（嘉本1992）。この点において、非欧米系の

女性にとっては、彼女たちの母語が日本社会や日本人家庭で尊重され積極的に使用される環境

ではなく、反対に日本語・日本文化の強制や同化、周囲のアジア蔑視などが相侯ることから、

両親のもつ二つの言語・文化を継承させる視点で子どもを育てることが難しい現状にある。む

しろ、「日本人として」育てるよう日本人家族に強いられるケースや、日本に適応させるため、

自らの母語や母文化を我が子に伝えていくことをあきらめてしまうケースもある（石河同）。

このように、外国人妻が非欧米系の場合、言葉の問題は自分自身の日本社会での適応に重く圧

し掛かるだけでなく、子育てや母親としての自尊心にも大きな影響を及ぼしている。

2．3国際結婚夫婦のコミュニケーション

　日本においては依然国際結婚夫婦に関する研究は少なく、特に夫婦間コミュニケーションに

焦点をあてたものは極めて稀少である。ただし、国際結婚においても夫婦間のコミュニケーシ

ョンが重要であることは指摘されている（斉藤・根本1998）。

　施（2000）は、夫婦間コミュニケーションに比較的重点を置き、夫婦関係満足度に寄与する

要因について量的調査を行っている。その結果、夫の婚姻満足度より妻の婚姻満足度の方がコ

ミュニケーション側面によって説明される程度が大きく、夫の婚姻満足度は夫自身のコミュニ

ケーション特性によって規定されるが、妻の場合は、妻自身のコミュニケーション特性以外に

夫の言語コミュニケーションへの意欲によっても規定されていた。つまり、国際結婚夫婦にお

いても、自分のコミュニケーション態度にのみ満足度の重点を置く夫に対して、妻は自分のコ

ミュニケーション態度に加え、夫との関係性も含んでの満足度となっていることが明らかにさ

れており、夫婦関係に配慮する妻の様子が窺える。

　その分、言語的に十分な疎通が図られていない場合、夫婦間で問題の顕在化が遅れ、その間
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題を一人抱え込むことになるのは外国人妻である。実際、ある精神外来を受診した国際結婚症

例の患者のうち、性別では圧倒的に女性、それも国籍問題や経済面で弱い立場に置かれやすい

アジア諸国からの外国人妻が多く、訴えてくる問題の背景には、夫婦間のコミュニケーション

不全があることが指摘されている（大西ら1995）。

　また、夫婦間や親子間での使用言語の違いは、関与する言語の社会的、また国際的威信性や

有益性に大きく影響を受けて生じている可能性があり（山本2004）、夫婦間や家庭内での力関

係は、自分の国で母語でコミュニケーションをとる配偶者の方が有利になりがちである（石河

同）。つまり外国人妻、特に非欧米系の女性にとっては、日本人男性との夫婦間コミュニケー

ションにおいて、母語でない日本語の使用と、文化的・社会的性差一男性優位の文化的・社会

的規範や男女の勢力・権力関係など一という二重のバイアスを家庭の内外から受けていること

になる。

3．今後の展望

　外国人妻と日本人夫との間で真に対等で満足感をもたらすコミュニケーションが成り立つに

は、破行的な男女のコミュニケーション態度を見直し、外国人妻、特に非欧米系の女性が日本

語で日本人らしい話し方や振る舞いをすることを当然視する日本人側の意識を姐上に載せる必

要があろう。

　例えば、前述の施で指摘された「夫は自己完結型、妻は他者関係型」や、「男性は自分が相手

に受け入れられ、認められて頼られていると実感することで、女性は自分が愛され大切にされ

ているという実感がもてることで、それぞれ幸福感が得られる」（Gray同：p．23）とするコミュ

ニケーション態度の特徴を、単なる男女の違いだとする「文化差モデル」で完結させてしまう

なら、女性がなぜ他者との関係の中に満足感やアイデンティティを見出すのか、その文化・社

会的文脈に存在する女性の地位の低さや弱さを見落としてしまうことになるだろう。

　また、日本人同様の日本語使用と、日本の価値観や習慣を習得するよう強いられることも、

「郷に入れば郷に従え」として「仕方がない」と黙認されたままであるならば、日本人と外国人

が共に対等に暮らせる社会には程遠いだろう。

　近年、男女のコミュニケーションの特徴を固定的で本質的に存在するものとして二項対立で

捉える「構造主義」に疑問を呈し、ポスト構造主義、所謂「構築主義」によってジェンダーの

言語分析に生かす枠組みが新たに提唱されている。

　「構築主義」とは、社会の中の知識や個人のアイデンティティは厳然として存在しているの

ではなく、歴史・社会的に作り上げられており、この過程において言語が大きな働きをしてい

るというもので、ここでいうところの「言語」とは「ことばを使う行為（ディスコース）」である

（中村同：p．90）。

　すなわち、男性・女性、日本人・外国人の権力構造は、文化・社会的文脈から個々の夫婦関

係へと影響を及ぼすばかりでなく、個々の夫婦間のコミュニケーション（ディスコース）もま

た権力構造を作り上げ、正当化する働きをしているという見方である。女性は最初から柔らか

く丁寧な言葉遣いや間接的な言い回しをするのではなく、社会生活を営む中で社会で期待され
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ている話し方を選択して身につけていき、自ら男性優位の権力構造の中に「女性らしさ」を作

りf：げていることになる。またアジア系外国人、特に外国人妻の多くは、日本社会や日本人か

らの直接的あるいは間接的求めに応じ、母語や母文化のかわりに日本語や日本の価値観・習慣

の習得・使用を自らに課すことで、日本人優位の権力構造の中に「日本人らしさ」を正当化す

る働きを担っていることになる。

　つまり国際結婚夫婦において夫婦がより対等で幸福感が得られる夫婦間コミュニケーション

を目指すには、外国人妻の桂桔となっている夫婦の意識と行動の変革が求められる。それと同

時に、個々の夫婦の問題にとどまらず、外国人妻を取り囲む社会全体の意識や制度の改革・見

直しもまた必要となろう。
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